
 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月の陸上部の区内大会から３年生の皆さんが目標にしている中体連夏季大会が始まっています。

文化部の皆さんもこれから、コンクールや作品制作が待っています。とりわけ、運動部に所属する３年生

の皆さん。中学校生活最後の夏。この大会に向ける思いや意気込みは並々ならぬものがあると思いま

す。先週の金曜日に壮行会がありましたが、今日は、校長先生からの応援メッセージです。 

小学校、中学校つまり、学校は、「マスト」つまり、「～しなくてはならない」ということが多い場所です。

例えば、「授業は毎日受けなければならない」「給食当番になったらその仕事をしなくてはならない」

「清掃の時間になったら、掃除しなくてはならない」など、特別な場合を除いて、マストな生活や学習を

強いられています。いいとか、悪いとか、そういう問題ではなく、尾倉中学校に限らず「学校」という場所

はそういうものです。しかし、学校の活動として取り組んでいるものの中に、一つだけ「しなくてもいい活

動」があります。それが、部活動です。部活動は希望者のみが所属する活動です。言い換えれば、部活

動に所属している人は「しなくてもいい活動をしている」のです。 

しなくてもいいことをしている理由は、何なのでしょうか。帰りの会が終わればすぐに家へ帰って自分

の好きな時間を過ごせばいいのに、部活動をする理由は何なのでしょうか。人それぞれだとは思います

が、「好き」という言葉が校長先生の頭に思い浮かびます。「嫌い」な種目や活動をわざわざ選んでい

る人はいないでしょう。そして、大好きなその競技や活動に取り組めば取り組むほど、「もっとうまくなり

たい」「もっと強くなりたい」と思うのではないでしょうか。そうやって取り組んできた部活動ですが、

様々な思いを込めて、３年生にとっては中学校最後の夏が始まっています。 

校長先生の苦い経験のほんの一部を簡単に書きます。今から約１０年前の８月の県大会。先生は、板

櫃中のバドミントン部監督として、これに勝てば九州大会という、県大会ベスト８まで進んでいました。

相手のペアは筑後地区１位で強いペアでした。しかし、板櫃中のペアは県大会に入ってから調子がよく、

この試合にたどりつくまでの３試合すべて２－０で勝ち抜いてきました。自信が慢心に変わることのない

ように、選手たちに話して聞かせ、自分にも言い聞かせてたどりついた「あとひとつ」。このペアのもって

いる実力を出し切れば、九州大会への切符を手に入れることができると思っていました。しかしその大

事な試合。１ゲーム目のマッチポイントをとったとき、校長先生は心の中で「勝てるかもしれない」と思っ

てしまったのです。まだ試合は終わっていないのに。結果はそのゲームを２０－２２で落とし、２ゲーム目

も落としました。あとで考えてみると、先生の指導者としての未熟さ。「勝てる」と思った瞬間、すでに負

けていたのですね。 

監督として何百試合も経験しているはずなのに、です。選手たちは全力を出しました。しかし、先生の

の心のどこかに、「このまま逃げ切る」という微妙な感情があり、選手へのアドバイスに影響していたの

ではないかと思います。教訓でした。 

「勝てると思ったら、負ける」、しかし、「絶対に勝つ」「負けない」という気持ちを前面に出し、最後ま

で尾倉中の生徒として、恥ずかしくない、元気のいいプレーを期待しています。「頑張れ！」と言えばプレ

ッシャーになるかもしれないので、この言葉を贈ります。「リラックス！そして、最後まで笑顔で！」 

部員たった１人  ３年後閉校の大阪府立高野球部が挑む「最後の夏」 ７月６日 毎日新聞より 

 

「お願いします！」。平日の放課後、グラウンドに野球部員の大声が響いた。外野ノックを追い、グラブ

に収める。だが本塁に投げる動きだけをして、球は近くに置いたかごに入れていく。練習相手がノックを

打つ監督しかいないからだ。 

大阪府南部の阪南市にある唯一の高校で、３年後の閉校が決まっている府立泉鳥取（いずみとっと

り）の野球部員は、３年の西坂俊槻（としき）さん（17）だけ。９日に開幕する夏の甲子園を懸けた大阪

大会に連合チームの一員として出場する。このまま下級生が入部しなければ今大会後に自然消滅する

ため、本人だけでなく、学校にとっても“最後の夏”になる可能性がある。「最後に勝って、いつか『部員

1人で頑張った泉鳥取という高校があったな』と記憶に残る試合にしたい」 

 ◇美術部やバスケ部の顧問も協力 

保健体育科教諭の浜崎祥成（よしなり）監督（38）と平日は3時間、二人三脚で練習してきた。職員

会議などで監督が不在の時は、ティー打撃や壁当て、走り込みなどに１人で黙々と取り組む。身長１７０

センチの西坂さんは入学時は体重が５０キロを切り、野球選手としては細身だった。そこで茶わんを二

回り大きいどんぶりに変えて食べる量を増やし、ウエートトレーニングにも励んだ。 

今は体重６０キロとなり、遠投は５０メートルをしっかり投げられるようになった。打球の飛距離も伸び

て連合チームの４番を任されたこともある。「結果に出るのでサボることはできない」と西坂さん。熱心

さは周囲の心を動かし、時には美術部やバスケットボール部などの顧問の先生が練習相手になってく

れる。 

１９７６年に開校した泉鳥取の野球部は２０１１年創部。公式戦で最後に挙げた勝利は不戦勝を除け

ば単独チームだった１６年だった。１７年以降は選手が９人そろわず、連合チームで試合に臨んできた。

今大会で泉鳥取は、いずれも府立のりんくう翔南（泉南市）、藤井寺工科（藤井寺市）、農芸（堺市）と

計４校のチームを組む。みんなで練習できるのは週末などに限られる。 

 ◇悔しさ胸に「１人」決意 

西坂さんが入学した２０年は新型コロナウイルス禍が始まっており、他に入部した同級生はいなかっ

た。この年はマネジャーを含めて部員が８人いた。翌年の春に３年生は１人になったため、西坂さんは同

級生を誘って入部してもらい、計３人の所帯に。ただ同級生は勉強に専念するため夏の大会を終えて３

年生と共に引退した。 

西坂さんも実はこの夏限りで引退を考えていたが、初戦で外野への飛球を捕れなかった自分のミス

から連合チームはコールド負けを喫した。悔しかった。試合直後に浜崎監督に「これで高校野球を最後

にしていいのか」と問われ、「１人でもやります」ときっぱり答えた。 

たった１人の新チームがスタートしたが、冬になると泉鳥取が２５年春に閉校することが決定。学校が

３年連続で定員割れだったからだ。「いつか OB として後輩の練習を見てやりたい」と考えていただけ

にショックを受けた。 

大阪府立牧野高（枚方市）を経て天理大野球部で活躍した浜崎監督は現役時代、３０～１００人のチ

ームメートと共に鍛錬してきた。西坂さんの孤独さを思いやり「１人で成し遂げた経験は社会でも生きる」

と励ます。西坂さんは「バットの振り方やボールの投げ方を一から指導してもらい、良いプレーができる

ようになってきて今が一番楽しい。試合で結果を残し、監督に感謝を伝えたい」と語る。 

浜崎監督が５月、連合チームの他の３校の顧問らと打ち合わせをすると、「泉鳥取さんにとって最後

になるかもしれないので、勝ったら校歌を歌ってください」と譲ってくれた。日本高野連によると、連合チ

ームが勝利した際はチーム内で決めた高校の校歌を流すことができる。 

師弟コンビは、泉鳥取のユニホーム姿での勝利を目指して追い込みの日々だ。 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

中体連夏季大会に寄せて～尾倉中の生徒へ～ 


